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所：このプロジェクトの最終ゴールは何か、
自分たちは何がやりたいか、そういうところ
からお話しを伺いたい。

津波のモデル化
深沢 壮騎（東京大学大学院工学系研究科）

深沢：津波の研究をしています。津波に
手をつけたのは、研究テーマを決める少
し前に3・11東日本大震災が起きて印象
が非常に強かったことです。自分の興味
はモデリングにあって、今は津波を対象と
しています。破壊を含めた津波のモデリン
グとシミュレーションをやろうとしています。
一筋縄ではいかない対象に挑戦できたら
良いと思っています。

所：がれきと車が一緒に流されたり、そう
いうことでしたね。

深沢：このCOI-Sで何ができるかまだわか
らないのですが、難しい課題を与えてい
ただければやってみようと思っています。

所：シミュレーションは基本的にはどういう
考え方でやるのですか。

深沢：津波が最初に到達する海岸堤防を
まず考えていて、津波によって海岸堤防が
どう壊れて、氾濫にどう影響するかを見て
いきたいと思っています。堤防の壊れるメカ
ニズムは、波力だけでなく、いろいろな要素
があるので粒子法（MPS法）でのモデル
化を考えています。

所：粒子法というのは？

深沢：連続体を粒子の集合として扱いま
す。1つ1つの粒子を例えば直径10cm
の粒子でモデリングします。

所：がれきなどは直感的にそうかなと思う
けれど、水もそうですか。

深沢：水は、もっと細かくしていくときれい
な形に運動してくれるようになります。

所：そうですか。がれきが入らない水だ
けでも、今までのシミュレーションとはけっこ
う違うわけですね。

深沢：そうです。広く使われている格子
法に比べて、粒子法は対象に対する柔
軟性が高い一方で、計算速度の面でか
なり難があります。コンピュータが発達し
て、ようやくできるようになってきた解析法だ
と思います。

所：その方法は、津波ではなく土砂崩れ
や雪崩でも使えると思いますが、事前の
予測にも使えますか？

深沢：事前に可能性を調査しておく、とい
う意味ではもちろん可能です。一方で、リ
アルタイムのシミュレーションは、計算速度
の面から粒子法には難があります。少なく
とも今の技術では無理だと思います。

所：相互関連は、近接作用でやるのです
か。

深沢：この粒子に影響を与えることのでき
る周りの粒子の相互作用によるモデル化
になります。

大気・海洋モデル
と陸面モデルの
結合
河野 明男（海洋研究開発機構地球情報基盤センター）

河野：河川を研究していますが、最終的
にやりたいのは水分子の核生成です。海
や陸、山の水が蒸発して、それが集まっ

て雨粒になるというプロセスです。

所：それはどこがおもしろいのですか。

河野：核生成の理論は一応あるのです
が、予測される核生成速度は実際の速度
とは全然違うのです。

所：どのようにして核ができるのですか。

河野：過飽和になった状態で放っておくと、
粒がどんどんできていきます。

所：核生成は、どうやって雨の粒になるか
ということでわかりやすいけれど、どのよう
に社会に役立つのですか？人工降雨とか
ですか？ 最近では集中豪雨、ゲリラ豪雨
という現象が注目されていますが、雨を降
らせないようにするのは、雨を降らせるより
難しいかもしれない。

杉山：雨は、降って欲しくないところに降
り、降って欲しいところに降らないから困る
わけです。降っても構わないところに「雨
の種」がきた時に降らせればいいのです。

所：なるほど。わかりました。科学者はあ
まり考えないけれど、技術者は「それ以外
に方法はないかな」ということを常に考えま
す。雨を降らせるのに別の方法はないの
かな。例えば、山の代わりに衝立を立てる
とか、ビルを建てるとか。気候を変える時
の条件はシミュレーションで決める。

河野：そのことも多少関連すると思います
が、今やろうとしているのは、大気・海洋
モデルと陸面モデルを結合した水循環を
全部ひっくるめたシミュレーションです。海
から水蒸気が立ち上って、それが雨とし
て陸上に降って、それが川になって流れ
るとともに地下に浸透します。その地下水
の流れもひっくるめてシミュレーションしたい
と考えています。

所 プロジェクトリーダーと語る
－3年目を迎えたCOI-Sプロジェクト－

司会・進行：所 眞理雄
COI-Sプロジェクトリーダー

COI-Sプロジェクトは２年を経過し、３年目に入りました。すでにいろいろ
な成果がでていますが、若手を中心に個々の研究者に「何をやりたいのか、
それがこのプロジェクトにどう結び付くのか」など現在の状況と将来への抱負
を語ってもらいました。

【第1回COI-S座談会】
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所：それは具体的には何に使われますか？

河野：防災、利水、環境という3つの方
向性で考えています。水がどれだけ河川
に流れてきて、地下水にどれだけ分配さ
れるか。私たちの使える水はどのくらいあ
るかを理解すれば、水不足解消のヒントに
なるのではないかという話です。

所：最近、貯水のための大きなトンネルを
東京の地下に掘っていますが、これも関
連がありますか？

河野：それも取り込みたいと思っています。
地下に巨大な構造物を作って、内水氾濫
が起こりそうになったらそこに流すのです。

所：あれも、どのくらいの集中豪雨でどうな
るかという計算をしているのですか。

河野：「東京都豪雨対策基本方針」で
は、東京都の区部について、約20年に
一度の、一時間あたり75mm以上の雨に
耐えられることを目指しているそうです。

所：今までは水は水、大気は大気でやっ
ていたことを、地下水を含めてやれば、水
利用のコントロール効果も上がるでしょうね。

「社会実装」を
目指す
杉山 徹（海洋研究開発機構地球情報基盤センター）

杉山：超高層の大気、地上の大気を研
究しています。最近は研究成果をどのよう
に社会に役立てるか、すなわち、「社会

実装」ということを考えています。今まで自
分の研究は研究をして、論文を書いて終
わっているものがほとんどでした。

所：社会実装というのは、具体的にどうい
うことですか。

杉山：あちこちへ出向いて「何が欲しい
ですか」と聞きまわって、どういうことをすれ
ば社会実装になるかを探っているところで
す。例えば、「何mmの雨が降りました」
と数値を持っていても、それが堤防をどの
くらいにすればよいかという話には直には
結びつかない。そのギャップにもどかしさ
を感じています。では何をすればいいか、
気候を役立てるには気候だけをやってい
ても意味がなくて、例えば土木など、もっと
他の分野の人たちと仲間になって一緒に
やらないと、何もできないことを最近感じて
います。

所：その辺はこういうプロジェクトをやる時
のジレンマですね。僕の経験では、専門
家をいくら集めても答えは出ない。自分
の専門から一歩も踏み出さずに共同プロ
ジェクトをやろうとしても無理でしょう。科学
者よりは技術者のほうが、あまり領域にとら
われない面があるでしょう。でもあくまでも
サイエンスとして取り組もうとすると社会実
装と言ってもなかなかそこへ行かない現実
がありますね。

杉山：どうすればいいか、ずっと考えてい
るのですが･･･。

所：河野さんの話にも関連付けて言え
ば、川だけやっていた専門家と、地下水
だけやっていた専門家と、降雨もしくは大

気をやっていた人がいて、一緒にやりま
しょうと言って新しい計算モデルができた
のですか。誰かが全部やってしまったの
ですか。

河野：「一緒にやりましょう」と。

所：サイエンスの話の中で、わりと境界条
件が定義しやすい話について、うまく行っ
たという事ですね。それに比べて、社会
にもう少し役立てようとした時のギャップは
めちゃくちゃ大きいですか。

河野：大きいですね。

所：土木会社であれば、何かそれらし
いシミュレーションをして、「これだけ
の効果があります」と出さなければいけ
ないわけですよ。彼らはやっているの
ですか。

杉山：やらないとダメでしょうが、何を根
拠にしてやっているのかはわからないの
です。

所：でも、それは探せば何かきっとある
でしょう。

杉山：一方で、具体的な社会実装という
ことになると、気候変動についてIPCCは
世界を相手にしているので計算のメッシュ
が粗いのです。知りたいのは目の前の河
川がどうなるか、隣の町はどうなるかという
細かい話です。県単位、市単位の情報
づくりをやっていきたいと思っています。

所：それはマクロのデータをベースにしな
がら、メッシュをどんどん細かくしていくと
いう。深沢さんもそういう話をしていたし、
河野さんの話もそういう手法をとりますよ
ね。

杉山：ダウンスケーリングしたデータをつ
くって、相手に理解しやすい形にして提
供することをやっていきたいと思います。

街区の熱環境計算を約５ｍの解像度で求めた例。
熱中症対策など、自治体の適応策へ反映させるために
はどのようなアクションが必要であろうか

COI-S「『水』大循環をベースとした持続的な『水・人間環境』構築拠点」は、文部科学省／科学技術振興機構の委託事業「革新的イノベーション創出プログラム
（COI STREAM）」に採択された、「世界の豊かな生活環境と地球規模の持続可能性に貢献するアクア・イノベーション拠点」（中核拠点：信州大学）のサテライト
拠点（COI-S）として、平成25年度から活動を開始しました。　http://www.jst.go.jp/coi/outline/outline.html
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国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）
地球情報基盤センター（CEIST）
〒236-0001 神奈川県横浜市金沢区昭和町 3173 番 25
国立研究開発法人海洋研究開発機構 横浜研究所

http://www.jamstec.go.jp/

■ 参画機関
　・株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所
　・国立大学法人東京大学
　・学校法人中央大学
　・国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構

● 平成27年度
・4月27日 COI-Sセミナー（JAMSTEC東京事務所）
・4月27日 水大循環研究会（JAMSTEC東京事務所）
・6月  2日 信州大学国際科学イノベーションセンター開所式
 （信州大学）
 ＊本COI-S拠点が展示協力

・6月18日 COI-S座談会（ソニーCSL）

・6月19日 COIサイトビジット（信州大学）
・7月24日 水大循環研究会（JAMSTEC東京事務所）

● 平成27年度活動予定
・若手会・横浜市環境創造局南部汚泥資源化センター
見学（8月6日）
・研究合宿（9月25 ～ 27日）
・全体会合（年2回程度）
・執行部会
・水大循環研究会
・若手研究会

活動状況

COI-S 研究リーダー
国立研究開発法人
海洋研究開発機構
地球情報基盤センター長

高橋 桂子

2015 年度は、COI-S の第 1フェーズの最終
年度にあたり、ひとつの区切りになります。この第
1フェーズ終了時には、世界初の大気・海洋・陸・
地下をめぐる水の 3 次元大循環モデルが完成す
る予定です。このモデルが完成しますと、あらゆ
る時空間スケールでの水の予測や過去の水のよう
すの再現が、原理的に可能になります。
このモデルを使用して、過去に起こった水によ
る災害がどんな原因で起こったのか、あるいは将
来の地球の水の循環予測が可能になります。例
えば、現在起こっている米国カリフォルニア州の
旱魃は将来も続くのかどうか、さらに深刻化する
のかどうか。あるいは、中近東の国々の水循環は、

実際にはどのようなメカニズムで起こっているのか、
などの問いかけに対する回答を見出すためのシ
ミュレーションの実行が可能になります。
これらのシミュレーションによる成果は、世界の
将来の水のありようを考える際の科学的な情報基
盤となるでしょう。また、人工的な水システムを構
築する際にも、どこにどのようなシステムを構築し
てゆくことが将来的に最も有効であるかを考える
際の科学的根拠データとして利用が可能です。
今後は、この世界初の水の 3 次元大循環モ

デルをどこに、どのように活用するか。具体的な
事例をにらみつつ、研究開発を進めていきます。

まとめ

所：深沢さんは津波で、河野さんと杉山
さんは水の大循環モデルとその社会実装
という、わりと近いところにいる。この3人
が集まると、将来、何かすごいことができ
そうですか。

杉山：雨のコントロールをしたいので、降
らせてもよいところに降らせるには何をすべ
きかが考えられると思います。

所：でも、水分がないところには雨は降ら
ないでしょう。

杉山：それを、行なっているシミュレー
ションから、「今ここに種がありますよ」と
いうのを見つけたいと考えています。

所：オーストラリアやカリフォルニアは雨が
降りませんね。そういうところに雨を降ら
せるには、どうやったらいいのでしょうか。

河野：気候を変えるという話になりますね。

杉山：研究として、風の流れを変えること
はよく言われています。なぜやらないかと
いうと、全ての人間の都合のいいようにな
るわけではないからだと思います。

所：それをやると加害者と被害者ができて
しまう。人間がコントロールするというのも
なかなか難しい。

杉山：そういうふうに非線形だから、計算
するのはおもしろいのですが。

所：残り6年間でできるかどうかは別です
が、大きな夢にアプローチしていくことは
すごく重要だし、少しでも皆さんが幅を広
げてくれるとお互いにオーバーラップが増
えてディスカッションがスムースにいくと思
いま。ぜひ引き続き大志を抱いて研究を
進めて下さい。


